
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

【学校教育目標】 ： 明るい未来を創造する 心豊かでたくましい生徒の育成 

http://www.town.ayagawa.kagawa.jp/ed/ayakami-j/ 

 

２０１５年 ７月 ３日（金） 

綾上中学校 （第 ２８ 号） 緑緑がが丘丘だだよよりり７７月月 

     たくさんの成果があった１学期 
学校では、１７日の終業式をもって、１学期が終わります。それぞれの生徒が、自分の役割をしっか

り果たし、立派に成長してくれた３か月だったと思います。３年生の修学旅行、２年生の校外学習、１

年生の屋島集団宿泊学習、そして、運動会を通して、クラスの団結や、それぞれの居場所ややりがい、

そして友だちの新しい発見等がたくさんあり、それぞれの目的にあった、一人ひとりの向上があったも

のと確信しています。もちろん、日常の授業においても多くのがんばりを見ることが出来ました。 

３年生は、進路決定が目前に迫ってきています。各高等学校が開催するオープンスクールや体験学習

に参加して、しっかりと自分を見つめ、｢何をなすべきか｣を見極め、ゴールに向かって着実な歩みを続

けて欲しいと思います。 

 （その２） 

屋島集団宿泊学習２日目の活動は、「１日カッター」です。このプログ 

ラムは、綾上中学校の伝統になりつつある活動です。しかし、あいにくの 

天気で風が強く、庵治港で引き返すことになりました。午後の半日は、施 

設の前の海での釣り大会をしました。干潮だけに釣果は期待できないと言 

われた中、大きなメバルやベラを釣り上げる生徒、数で勝負とばかり小フ 

グ狙いの生徒など、海での楽しい活動をすることができました。３日目の 

活動は、「野外炊事」と「ハイキング」です。ハイキングは、冒険岩場コ 

ースに挑戦をしました。どの班も声を掛け合い、協力して活動をすること 

ができていました。夜は、キヤンドルサービスや各班の工夫を凝らしたスタンツで楽しむことができま

した。目標だった「聞く態度」「時間を守る」「仲間と協力」は、日増しによくなりました。学校生活

でも、この３つの目標を意識した生活が送れるようにしてもらいたいものです。 

 

６月８日（月）～１２日（金）の１週間、校内授業研究を行ないました。 

これは、先生方が５つのチームを編成し、授業力の向上を目標に、お互い 

の授業を参観して協議を行なうものです。今年の研究テーマは「生徒指導 

の３機能を生かした授業づくり」です。そして、どのように「話し合い活 

動・学び合い活動」をさせればよいか？が中心課題になっています。 

学校には、高校の先生方をはじめ、大勢の先生方が来校する機会があり 

ます。授業への取組みについて、しっかりと考えるようにしたいものです。 

考える月になったようです 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
６月 2３日（水）の午後、オフィス後藤の後藤ケイ子さんを講師に 

招き、マナー講座を開催しました。これは、２年生が夏休みに実施す 

る職場体験学習の事前学習として実施したものです。 

講師の後藤さんからは、働くうえでのマナーとして、①身だしなみ、 

②表情、③あいさつ、④態度、⑤言葉づかいについて、説明していた 

だきました。また、事業所に連絡をする電話のかけ方についても具体的に指導していただきました。 

職場体験学習は、８月２５～２７日の３日間、町内外の１８事業所で実施します。貴重な学習の

機会をいだいた事業所に感謝しながら、「仕事とはどういう楽しさや苦労があるのか？」しっかり

学び、有意義な体験学習にしてほしいと思います。 

 

 

 
              ６月１５日（月）に、香川県警察本部生活安全部少年課による「非行 

防止教室」を２年生対象に実施しました。内容は、いじめの防止、ネッ

トの安全利用、万引き防止についての３点でした。 

いじめの防止については、香川県マナーアップリーダーズが協力して 

作成した DVD を視聴しての意見発表をしました。ネットの安全利用に 

ついては、「ネットいじめ・なりすまし」など、安全利用をテーマに具

体的な被害事例を聞きました。その中で、「さぬきっ子の約束」が紹介され、自分にあてはめて考え

てほしい、とのことでした。最後に、万引きの防止に向けて、場面の提示がなされ、食い止めること

のできた場面をいくつか考えてみようとの話でした。 

 

 

 

 

【クイズ】多発しているＬＩＮＥトラブル 

①「映画に行こうよ」という誘いに、相手が「何でくるの？」と返信すると仲間はずれにされた。 

②「服のセンス良くない？」と送信したつもりが「？」がぬけていて言い争いになった。 

ＬＩＮＥは依存する要素が多く、利便性と問題点を十分に理解したうえで使わなければならない。

包丁のような便利な道具でも、使い方を間違うと凶器になる。依存しない使い方を考え、トラブルや

いじめ、なかまはずしなど人間関係をこわさないようにしなければならない。 

 

 

６月１１日（木）、宇多津町保健センターで綾歌郡よい歯の児童・生徒審査会が行なわれました。本

校からは、３年生２名が出場し、１位と２位に選ばれました。８月２０日（木）の県大会には、１位

の生徒が地区代表として出場することになりました。歯科医師の藤本千代先生からは、「みなさんはと

てもよい歯並びをしています。そのよい歯を守り続けてください。そのために、口の中を清潔に保ち

続けてください」とご講評をいただきました。 

よい習慣を身に付け、続ける大切さをあらためて感じました。 

 

 

 

 

スマートフォンやゲーム機などを使う場合の、『さぬきっ子の約束』 

① 家の人と決めた使用のルールを守ります。 

② 自分も他の人も傷つけない使い方をします。 

③ 夜９時までには使用を止めます。 

 


